
自分らしく、生き生きと暮らしているその今があるのは、様々な選択をして、周りの人たちと一緒に歩んできた道があったから。
今回は、重度の障害のある方のご家族にインタビューをしましたので、ご紹介します。
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特集２

障害のある人もない人も、自分らしく輝けるまち 磯子障害のある人もない人も、自分らしく輝けるまち 磯子

徳重 光さん
とくしげ   　 ひかり

この特集に関する問合せ
障害者支援担当

750-2416 750-2540

光さんは、生後まもなく発作が起こり、しばらくして
原因がてんかんであるとわかり安心したものの、治る
のかもわからず、不安に押しつぶされる日々でした。

磯子区障害者週間イベント

～生まれてすぐは不安な日々～

生活面や将来のことの計画を立てる
相談支援事業所「彩（いろどり）」　相談支援専門員　杉村さん

「姿勢を変えてほしい」「活動に
飽きちゃった」と伝えたくて、酸素
飽和度が下がることもあります。嫌
な時は、身体はつっぱり、目を静か
に閉じることも。
重度の知的障害と身体障害があ

り、発語はないけれど、伝えたい想
いは支援者たちが素早くキャッチし
ています。

光は好奇心旺盛で、新しいことに挑戦
をしたいタイプ。ゆくゆくは家から出て、
気の合う仲間と暮らせるといいなと思っ
ています。
そのための準備のタイミングはいつが

いいんだろう。
外出の付き添いやお泊り先も、もっと

気兼ねなく使えたらいいなと思います。

ご本人の希望と意思決定を尊重しながら、その人に合った計画を立て
て、本人の望む暮らしを実現できるよう相談支援しています。
光さんの豊かな表情は周囲を幸せな気持ちにしてくれます。地域の運

動会では、１位が取れず悔しさを力いっぱい表していました。
これからも、光さんの生活を支えていきたいと思います。

区内障害者施設や団体の活動をパネルで紹
介します。

いそごでさがそこすもすショップ
区内障害者施設の自主製品(パン、お弁当、

焼き菓子、手工芸品など)の販売をしています。

～こんなことを思っているよ、
　　　　　　　　光さんの自己表現～

病弱で熱を出しやすいので、絶えず発作の心配をしなが
ら、身の周りのこと全てに介助が必要です。そのような状況
の中でも地域療育センターや特別支援学校の保護者や子ど
もたちと出会い、保護者同士で話すことによって、お母さん
は気持ちが楽になっていったといいます。
「〇〇ができるように」ではなく「元気であればいい」と

思うようになりました。

～さまざまな出会いで、気持ちが楽に～

光さんオリジナルの
クッキーラベル（通所先にて）

光さんオリジナルの
クッキーラベル（通所先にて）

風鈴づくり（通所先にて）

家を飛び出す龍一を学校の先輩のお母
さんやご近所さんが探してくれたり、大声
が聞こえると「どうした？行こうか？」と電
話をくれます。地域のつながりはとてもあ
りがたい！
がむしゃらに頑張っていたあの頃の自

分に「そんなに頑張らなくても大丈夫だ
よ」と伝えたいな。

保育園の園庭解放で、子どもたちとなかなか遊べず、逃げ
回る・順番に並べない・人を押すなどで、仲間外れに・・・。
我慢して並べばその先に楽しいことがあると教えるために

テーマパークで並ぶ練習もしました。
お母さんは、悲しい気持ちを園長先生に手紙で伝えると、

園長先生が子どもたちに温かく諭してくれて、その日から龍
一さんは保育園の本当の仲間になりました。

～きちんと相手に伝えることの大切さ～

～大人へと成長していく中で～

１歳６か月児健診で多動の指
摘、その後大きな病院で自閉症
の診断を受けました。
その夜はショックで帰宅でき

ず、家族でホテルへ。心配した
じぃじとばぁばも飛んできて、賑
やかに龍一さんを囲みました。
お母さんは、「泣いていても

しょうがない」と強く思いまし
た。

～自閉症の診断を受けて～

龍一さんの心が表れるような
色合い

龍一さんの作品の推しは
「♡マークの翼のある動物」です

障害のある人の地域の総合相談窓口
磯子区基幹相談支援センター　主任相談員　八巻さん

磯子区の障害のある方の相談支援を行っています。
龍一さんやご家族が新しいことにチャレンジし、自分ら
しく過ごしているお話を聴けて嬉しいです。
今後もご本人やご家族が安心して暮らしていくため

の地域づくりを行っていきます。

医療と福祉の連携を担う
磯子区在宅医療連携拠点相談室「かけはし」　管理者　河村さん

区民の皆さんが安心して継続的に自宅での医療や介護を
受けられるように、高齢者の方、障害のある方の相談をお受
けしています。
様々な課題に直面することも多いですが、医療と福祉がう

まく連携して、サービスの充実に繋げられる「かけはし」とな
れるよう、これからも頑張っていきます。

12月３日(水)
　～９日(火)

日程

区役所１階
区民ホール

会場

障害児・者の通学、通所や買い物等に付き添いをするガイドボラ
ンティアになるための講座です。ぜひ、ご参加ください！

12月３日(水) 15時～16時30分日時
磯子スポーツセンター２階研修室(磯子区杉田5-32-25)会場

磯子区生活支援センター（〒235-0023  磯子区森4-1-17）申込み・問合せ
750-5300 750-5301

主催　特定非営利活動法人　横浜市精神障害者家族連合会

対象 ボランティア活動に興味のある18歳以上の人
20人（先着）定員 申込み 11月11日から電話、Eメール

明るく優しく、お母さん譲りの前向きな性格の２０代きらきらとした目が印象的でこちらまでワクワクしてくる表情豊かな２０代

障害児・者の外出付き添いボランティア養成講座

一人で抱えて悩んでいませんか？一緒に学び合い、体験を分かち合いましょう。
８年１月17日・31日、２月14日・28日、３月14日（土）13時30分～16時30分日時
屏風ヶ浦地域ケアプラザ会場 精神障害の方がご家族にいる方対象

家族による家族学習会

毎月第３水・木曜の
10時～15時
※12月は３～５日、
17日、18日に開催

日程

区役所１階区民ホール会場

ご家族が今思うこと ～光らしく
　　　　　　 過ごせる場所～ ～地域に見守られて

　　　　 過ごせたこと～

支援者からの声 支援者からの声

土屋 龍一さん
 つちや     りゅういち

ステキにできた！
とうれしそう

講
座
の
お
知
ら
せ

ご家族が今思うこと

高３の春、突然暴れるようになり、自傷で頭や首は傷
だらけ。テレビもパソコンも扇風機もスマホも何台も壊
し、専門病院を受診することもありました。
卒業後は、安定した通所先探しに大苦戦。いくつも

施設への短いお泊りを経験して、今は穏やかに毎日通
所できています。
グループホームに入居してから、絵と知っている単語

で少しずつ自分の希望を言えるようになってきました。
そして、落ち着いた生活の中で、元々、好きだった絵

を再び描けるようになりました。

区内障害者施設で作られ
たパン、スイーツ、雑貨や、
施設が運営するカフェの紹
介冊子です。

▶詳細は

申込み 12月19日までに申込書を郵送　
※申込書は磯子区役所、生活支援センター、基幹相談支援センターで配布します。

10人定員 1,320円テキスト代

生後まもなくの頃 4歳頃

「どうやってやるの？」と
真剣な表情

１歳頃

3歳頃 バレエの発表会
（小学校４年生頃）

※障害者週間は、障害のある人への理解や社会参加することを促進するための週間です。
様々な活動や心を込めて作った製品をこの機会に見て、知って、手にとってみてください！様々な活動や心を込めて作った製品をこの機会に見て、知って、手にとってみてください！12月３日～９日は「障害者週間」

磯子区社会福祉協議会 移動情報センター申込み・問合せ
759-4005 751-8608 isg-ido@yokohamashakyo.jp
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